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平成 21 年３月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 21 年３月 19 日に公表した平成 21 年３月期（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）の業績予想を

下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想数値の修正 

（１） 通期の連結業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）        （単位：百万円） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり

当期 

純利益 

前回発表予想（Ａ）（平成 21 年３月 19 日発表） 55,000 730 1,050 100 2 円 52 銭

今回修正予想（Ｂ） 54,400 860 1,130 145 3 円 65 銭

増減額(Ｂ)－(Ａ) △600 130 80 45 ―

増減率 △1.1％ 17.8％ 7.6％ 45.0％ ―

（参考）前期実績（平成 20 年３月期） 59,905 1,656 1,945 1,417 35円 57銭

 

（２） 通期の個別業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）        （単位：百万円） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり

当期 

純利益 

前回発表予想（Ａ）（平成 21 年３月 19 日発表） 43,000 560 880 30 75 銭

今回修正予想（Ｂ） 43,300 630 950 65 1 円 64 銭

増減額(Ｂ)－(Ａ) 300 70 70 35 ―

増減率 0.7％ 12.5％ 8.0％ 116.7％ ―

（参考）前期実績（平成 20 年３月期） 47,696 1,122 1,576 1,380 34円 63銭

- 1 -

mitsumata-y
FASF



 

２． 修正の理由 

連結業績予想及び個別業績予想につきましては、物流業界を取巻く環境は依然厳しい状況が続いておりま

すが、海上貨物取扱事業において、年度末における取扱量の増加が見られました。特に環境関連装置の取扱

いや、中央アジア向け自動車・建設機械関連の輸出などが好調に推移いたしました。 

これらを踏まえ、連結及び個別の通期の業績予想を上記のように修正いたします。 

 

 

（注）業績予想に関する注意事項 

 上記の予想数値は現時点で得られた情報に基づいて判断したものであり、実際の業績は今後の様々な要因

によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 
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